






























要約 

石川県では人口ベースによる先天異常モニタリングの基礎資料を得る目的で,昭和 56 年以

降石川県内産婦人科医療機関ならびに保健所等の衛生行政機関の協力のもとに先天異常児

発生調査を実施してきている。 

今回,昭和56年 1月 1日より昭和61年 12月 31日までの満6年間に石川県内に居住する母

親から出産した先天異常児 441 件をもとに各マーカー奇形のベースラインを設定した。こ

の6年間に石川県内居住者から報告医療機関で出産した数は67,221児で,出産10,000当り

の先天異常児発生数は 65.6 と計算された。33 種のマーカー奇形のうち主な先天異常のベ

ースラインは,出産 10,000 対で無脳症 4,5,水頭症 3.3,口唇裂 4.8,口唇口蓋裂 4.8,口蓋裂

3.4,脊椎髄膜瘤・二分脊椎2.4,臍帯ヘルニア1.8,直腸肛門奇形2,4,多指症3.9,合指症1.5,

上肢の減数異常 2.8,多趾症 3.9,合趾症 3.3,下肢の減数異常 2.2,ダウン症 3.3 となってお

り,二種以上の奇形の合併した多発奇形は 13.5 で全先天異常児の 20%以上を占めていた。 

石川県内に居住する母親からの出産総数と報告された先天異常児の性別構成割合をみると

先天異常児に男の頻度がやや高く,母の年齢別構成割合は 29 歳以下では出産総数より先天

異常の構成割合が低いが,30 歳以上では先天異常の構成割合が高くなっている。出生児に

ついて出生順位別の構成割合をみると,第 3 子以上の構成割合が先天異常児で高率となっ

ており,出生時体重では 2.9 ん㎏以下の構成割合が男女とも先天異常児で高率を示してお

り,女では 4.O ㎏以上の構成割合も先天異常児が高率を示していた。 


